
（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 572 諸収入 0 

計 1,143 その他 0 

備　考　欄

事業の概要　会計名

市長段階査定額 1,143 0 

農業費

目 農業振興費

補正前額 0 

要求額 1,143 

総務部長段階査定額 1,143 

一般会計 【問合せ先】生産振興係 0857-30-8304 
 
【１１次総の施策体系】2104 
 
【事業の経過及び背景】 
　カメムシ類の越冬世代成虫の発生量は多いことから、第１世代成虫が発生する７月中下旬以
降に、果樹園への飛来量が増加している。平成16年に二十世紀梨出荷量の４％にあた る680tが
被害を受けた状況以上に大量発生が想定される。 
 
【事業の目的及び効果】 
　被害や飛来状況は、ほ場間差が大きいため、園内外をつぶさに見回り早期発見に努め、移動
性が高い害虫であることから広域的な防除作業を効率的に行い、病害虫のまん延と被 害拡大防
止、生産者の営農意欲及び産地の維持・向上を図る。 
 
【事業の内容】 
　鳥取市果樹カメムシ類緊急防除支援事業 
　内容　　：令和６年に大量発生した果樹カメムシ類の被害を防ぐために実施された 追加防除
　　　　　　に要する経費 
　要件　　：５a以上の面積があり果樹カメムシ類用の追加防除（定期防除以外に追加散布２
　　　　　　回）を実施した果樹園 
　対象者　：農業者、ＪＡ、生産組織 
　対象品目：果樹 
　補助率　：事業費上限4,500円/10a×2/3（県1/3・市1/3） 
　防除面積：梨1,902a、ぶどう：189a、柿：1,584a、その他：135a

款 農林水産業費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 571 0 

農００１ 項　　目　　名 鳥取市果樹カメムシ類緊急防除支援事業費

予算書項目 果樹カメムシ類緊急防除支援事業費 ページ 15 所　　属　　名

農林水産部 
農政企画課年度 R6

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

地方債 0 0 

その他 600 600 

一般財源 0 諸収入 0 

計 600 その他 0 

備　考　欄

事業の概要　会計名

市長段階査定額 600 0 

農業費

目 畜産業費

補正前額 25,241 

要求額 600 

総務部長段階査定額 600 

一般会計 【問合せ先】生産振興係 0857-30-8304 
 
【１１次総の施策体系】2104
 
【事業の経過及び背景】 
　世界での飼料作物需要増加、原油高、円安等の影響により、飼料価格、資材・燃料代が 高騰した状況
が続いており、経営コストに対する飼料費の割合が高い畜産事業者の経営を 圧迫している。 
　一方で、物価高騰に伴う消費者の低価格志向で枝肉価格が低迷しており、和牛肥育 農家が素牛（和子
牛）の導入を控えるなどの影響から、和子牛の価格が大幅に下落し、そ の結果、和子牛農家の経営環境
の悪化や生産意欲低下により、肉用牛生産基盤の弱体化が 懸念される状況が続いている。 
　 
【事業の目的及び効果】 
　鳥取和牛の生産強化につながる前向きな取組を行う生産者に対して、緊急 に支援することにより、生
産基盤の強化を図り、将来にわたって安定した本市の食を担う畜 産事業者の経営の維持安定を図る。 
 
【事業の内容】※下記④を追加 
・セリ上場時に県発育基準を満たす牛を出荷する繁殖事業者に支援 （和子牛飼料緊急支援）　 
 
　①-1【肉用牛】牛マルキン制度の補填拡充支援　 2,838千円 《市1/4》 
　①-2【肉用豚】豚マルキン制度の補填拡充支援   2,565千円 《市1/4》 
　②　【乳牛】　高騰配合飼料代支援　　　　　　18,205千円 《市1/4》 
　③-1【肉用鶏】高騰配合飼料代支援　　　　　　　 135千円 《市1/4》 
　③-2【採卵鶏】高騰配合飼料代支援　           1,498千円 《市1/4》 
　④　【繁殖牛】和子牛飼料緊急支援　　　　　　　 600千円 《10千円/頭》※追加支援 
                 合計額　　　　　　　　　　　 25,841千円

※その他財源の繰入金は、新型コロナウイルス感染症緊急対策基金繰入金

款 農林水産業費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

農００２ 項　　目　　名 畜産経営緊急支援事業費

予算書項目 畜産振興対策事業費 ページ 15 所　　属　　名

農林水産部 
農政企画課年度 R6


